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（１）対 象 校 藤沢清流高等学校 深沢高等学校 

（２）位 置 藤沢清流高等学校敷地（藤沢市大鋸１４５０） 

（３）実施年度 令和９年度 

 

 

 

○ これまでの両校の教育活動を踏まえた地域における新たな高校として、単位

制普通科高校の柔軟な教育システムによる多彩な学びを実践し、確かな学力の

育成を図り、生徒一人ひとりの希望に応じた進路実現をめざす。 

 

○ シチズンシップ教育やボランティア活動への取組みをさらに発展させ、積極

的に社会参画するための能力と態度を身に付けた人材を育成する。 

 

○ 両校が実践してきたリーダーシップ教育の取組みを継続することで、社会で

活躍できる人材を育成する。 

 

 

 

○ 単位制による全日制普通科の県立高校としての教育の展開 

 

○ 生徒の自己有用感の伸長に向けた取組みの推進 

  多様な社会変化に対応し、これからの社会を自分らしく生き抜くことができ

るように、生徒一人ひとりのニーズに応じた学習及び進路支援体制を整え、学

校行事や部活動等の多様な教育活動を通して、自ら学び、考え、判断して行動す

る力、他者を尊重する態度や協働する姿勢を育成する。 

 

○ 生徒の学習意欲の醸成に向けた取組みの推進 

  これまで両校が取り組んできた教育内容を充実・発展させ、主体的に学び続

ける意欲を引き出すための学習支援の方法を構築し、これからの時代に求めら

れる資質・能力の育成及び学力向上の取組みを図る。 

 

 

 

 

 

１ 対象校・位置・実施年度 

２ 設置の目的 

３ 基本的コンセプト 
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○ 地域と連携・協働した教育活動の推進 

  これまで両校が取り組んできた地域との連携・協働を継承・発展させ、生徒の

地域社会へ参画する意欲を高めるとともに、地域の教育力を活用した教育活動

の推進を図り、学ぶことと社会とのつながりを実感できる、地域とともに歩む

学校づくりを推進する。 

 

 

 

（１）課 程 単位制による全日制の課程 

（２）学 科 普通科 

（３）学校規模 ９６０名程度（各学年３２０名程度 ８学級規模程度） 

        ※学級規模は予定であり、入学定員の発表時に確定 

（４）修業年限 ３年 在学年限は原則として６年 

（５）学 期 ２学期制 

（６）履修形態 共通教科の科目を中心とした必履修科目及び選択科目による履修 

（７）授業展開 ５０分６限を基本とし、必要に応じて弾力的な授業時間を設定 

 

〈日課表〉（予定） 

 ６校時時程（週５日） 

朝 読 書 ８：40～８：50 

ショートホームルーム ８：50～９：00 

１ 校 時 ９：00～９：50 

２ 校 時 10：00～10：50 

３ 校 時 11：00～11：50 

４ 校 時 12：00～12：50 

昼 休 み 12：50～13：35 

５ 校 時 13：35～14：25 

６ 校 時 14：35～15：25 

ショートホームルーム 15：25～15：35 

清 掃 15：35～15：45 

 

 

 

（１）募集の区分 一般募集（中学校卒業見込み者及び中学校既卒業者） 

（２）選抜の区分 共通選抜 

（３）選考の方法 事前に公表した「公立高等学校入学者選抜選考基準」に基づい 

て、選考する。 

４ 設置形態 

５ 入学者選抜 
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（１）基本的方針 

○ 在籍３年以上で、高等学校学習指導要領に基づいて、必履修科目を履修し、学

校において定めた卒業までに修得させる単位数を修得することで卒業とする。 

 

○ 単位制による柔軟な学びを提供し、確かな学力を育成するとともに、生徒一

人ひとりの進路希望や学習ニーズに応じた科目が選択できるよう、多様な選択

科目を設置する。 

 

（２）教育展開の方針 

○ 単位制普通科の特色をいかしつつ、基礎的な科目から発展的な科目までを設

置し、学習意欲の向上を図る。 

 

○ 地域や専門機関と連携し、シチズンシップ教育やボランティア活動を実施す

ることで、積極的に社会と関わる意欲を醸成する。 

 

○ 教育活動全体を通してリーダーシップ教育を展開し、社会に貢献する人材を

育成する。 

 

○ 各教科・科目の学習活動や特別活動（ホームルーム活動、生徒会活動、学校行

事等）、部活動等の集団活動を通して、生徒の充実感や成就感を体得させるとと

もに、自己有用感を高め、他者を尊重する態度や協働する姿勢を育成する。 

 

（３）編成の方針 

○ 単位制の利点をいかしつつ、年次ごとに共通に学ぶ必履修科目を定めること

を基本とした教育課程による運用に取り組む。 

 

○ 社会の変化を踏まえ、これからの時代に求められる資質・能力を育成するた

め、生徒一人ひとりの学習ニーズに応じた多様な科目を適切に設置する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 教育課程 
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（４）教育課程表（予定） 

○ 普通科 

 

教育課程表は予定であり、変更することがある。 

 

◇２年次必修選択Ａ（２単位） 

倫理②、数学Ｂ②※１、湘南の自然（理）②、音楽Ⅱ②、美術Ⅱ②、工芸Ⅱ②、 

書道Ⅱ②、英語コミュニケーションⅠ②、［体］スポーツⅡ②、［音］器楽②、 

リーダーシップ開発（総合）②、心理学入門（総合）② 

◇３年次自由選択Ａ（６～12 単位） 

言語文化②、論理国語②、国語表現②、古典探究②、地理探究④、 

日本史探究②、世界史探究②、倫理②、政治・経済②※２、数学Ｃ②、 

数学総合β（数）②、物理④、化学④、生物④、湘南の自然（理）②、 

音楽Ⅲ②、美術Ⅲ②、工芸Ⅲ②、書道Ⅲ②、陶芸（芸）②、 

英語コミュニケーションⅡ②、論理・表現Ⅱ②、論理・表現Ⅲ②、情報Ⅰ②、 

［家］保育基礎②、［体］スポーツⅡ②、［体］スポーツⅣ②、 

［音］ソルフェージュ②、［音］器楽②、［美］美術史②、［美］素描②、 

［美］ビジュアルデザイン②、［美］クラフトデザイン②、［美］映像表現②、 

リーダーシップ開発（総合）②、心理学入門（総合）② 

 

※１ ２年次で数学Ｂ②を履修する場合は、選択できない。 

※２ ３年次で政治・経済④を履修する場合は、選択できない。 

（単位数は○囲いの数字で、学校設定科目は太字で示す。） 
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＜主な科目＞ 

湘南の自然（２単位） 

  湘南地域を中心とした身近な自然の事物・現象に主体的に関わりながら課題を

設定し、仮説を立て、観察・実験・調査を通じて検証し、考察・表現する探究活動

を通して、科学的に探究する力と態度を育成する。 

 

リーダーシップ開発（２単位） 

  支援・協働を基盤とするリーダーシップ教育に基づいた見方・考え方を働かせ、

自身の内面や身近な社会の諸課題を追求し、解決策を検討する活動を通して、広

い視野を持ち、価値観が多様化し急速に変化する社会に主体的に参画するための

資質・能力を育成する。 

 

総合的な探究の時間（３単位） 

  これまで両校が取り組んできたリーダーシップ教育やシチズンシップ教育を基

盤とし、地域や専門機関と連携しながら、自己の在り方生き方を考え、協働して

課題解決に取り組むとともに、積極的に社会に参画するための資質・能力を育成

する。 

 

（５）学習指導の工夫 

○ 生徒一人ひとりの学習ニーズや進路希望に基づき、主体的に学習を進めるこ

とができるよう、また生徒一人ひとりの個性と能力の伸長を図ることができる

よう指導する。 

 

○ 地域の教育力を活用し、他者との協働的な学びを充実させることで自己有用

感の醸成を図り、卒業後も学び続ける姿勢を育む。 

 

○ 各教科・科目や「総合的な探究の時間」において、自ら考え、判断し行動する

力の育成を図るとともに、協働して課題解決に取り組む姿勢や、他者を尊重し

ながらリーダーシップを発揮する能力を育成する。 

 

（６）生徒指導等の工夫 

○ 教育活動全体を通じて、他者を尊重する態度を基盤としたより良い人間関係

の構築と自立をめざし、生徒の規範意識の醸成を図る。 

 

○ 生徒の状況を的確に把握し、一人ひとりの教育的ニーズに応じた適切な配慮

を行い、安心・安全な学校生活が送れるよう生活指導や教育相談体制の充実を

図る。 

 

○ 生徒と教職員との信頼関係及び生徒相互の好ましい人間関係を構築するとと

もに、教職員による生徒理解を深める。 
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（７）進路指導の工夫 

○ 主体的・対話的で深い学びの実現を通して、深い自己理解を踏まえた自己の

キャリアを形成するとともに、自己実現につながる課題を解決するための資質・

能力を身に付けさせる。 

 

○ 各種講演会、インターンシップ、体験活動等を充実させ、積極的に社会に参画

する意欲を醸成し、生徒一人ひとりの希望に応じた進路実現をめざす。 

 

（８）学校経営 

○ 学校教育計画に基づき、学校運営協議会の評価部会による学校評価をいかす

等して自律的・組織的な学校経営の一層の充実に取り組む。 

 

○ これまで両校が取り組んできた地域連携等の取組みをいかすとともに、学校

運営協議会制度（コミュニティ・スクール）を活用したより一層の地域の参画・

協働による学校運営を推進する。 

 

 

 

○ 全日制課程における単位制普通科の教育の展開に必要な施設・設備の整備を

行う。 

 

 

 

○ 全日制課程における単位制普通科の教育の展開に必要な職員の配置を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 施設・設備の整備 

８ その他 
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教育委員会教育局指導部高校教育課 
高校教育企画グループ 電話(045)210-8254(直通) 
横浜市中区日本大通１ 〒231-8588 FAX(045)210-8922 
電話(045)210-1111(代表) 内線8255・8256 


